（３）　浄土真宗仏事行事
真宗仏事行事
　お寺における行事は宗派によって異なるが、ここでは浄土真宗寺院において行われている年間の主な法要行事について、勝福寺住職から聞いた話しを次にまとめてみた。しかし同じ真宗派でも寺院によって若干違うと思われるが、大同小異と思うので特に他寺のものについて附記することを省略した。
修正会法要
１、修正会法要（正月法要）

　　旧正月の農閑期に行うもので、「初法座」ともいう。

春彼岸法要
２、春彼岸法要


　　春の彼岸中に３日間行うものである。


３、親鸞聖人降誕法要

聖人降誕法要
　開祖親鸞聖人の誕生を祝う慶讃法要で、これは明治になってから始まった。春の農作業が一段落した４月下旬に３日間行い、佛教婦人会員による「おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とき),斎)」（佛前会食）が毎日行われる。昭和３１年以来この法要中の１日を選んで「初参式」も行われるようになった。これは聖人の誕生を祝うことにちなみ、門徒の家で１年間に生まれた乳児の初参り式を集団で行うもので、従来から子供が出生したら神社やお寺に米を１升持って参る習慣があり、これを集団で行うようになり、佛教婦人会で世話をしている。

４、田植後法要
田植後法要
　　「泥落し」とも称し、麦刈り、田植など激しい農作業が一段落した直後に、肉体的にも精神的にも泥を落

　す意味で５日間（現在は３日間）佛法聴聞につとめた。そしておEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とき),斎)も行われる。

お盆会法要
５、お盆会法要

　８月の盆に３日間行う。他宗派のように「棚経」と称して檀家中に参ることはせず、法要を営んで門徒の総供養と佛法聴聞が主体とされている。

秋彼岸会法要
６、秋彼岸会法要

　　秋の彼岸中に営む。２日間

永代経法要
７、永代経法要


　１０月農繁期にはいる前に行う永代経上納者の総供養で、これを機に広く有縁の人々に佛法を伝えんとする願いをこめたもので、「佛教伝導会」と称している。
報恩講
８、報恩講

　報恩講は開祖親鸞の命日に対して法会を行うもので、秋の収穫終了後の旧暦１１月２２日より８日勤めていたが、昭和３９年より１２月２０日から５日間勤める。そして毎日各部落ごとにおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とき),斎)を行う。この報恩講の最高調は旧暦の１１月２７日の夜で、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごでんしょう),御伝鈔)」という親鸞聖人の伝記が独特な節廻しで朗読され、夜の説教終了後参詣者一同が夜食をたべ、さらに１２時から「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ご),後)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(や),夜)」といってまた説教を聴く。これを「大逮夜」といっている。

　この法要の期間中、本堂EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よま),余間)に４幅の「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ご),御)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(え),絵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(でん),傳)」という中世絵巻物形式による聖人の１代記が掲げられる。この報恩講は浄土真宗寺院のある所はどこでも年間最大の重要な法要で、それだけに一般門徒の関心も深く特に明治大正時代はお寺と農民生活は密接な関係が生まれ、いわゆるお寺中心主義的な生活分野が多かった。従ってお寺は今でいう公民館的な性格も備えていたようで、これといった娯楽のない農民にとって、お寺最大の行事である御逮夜は仕事を休み、老若男女こぞってお参りするとともに肩休みをする日でもあった。

　また法要の続く１週間は、若い男女にとって見合いの場となったり、晴れてデートのできる楽しい日で、他町村からも若い者が入りこみ、数日間泊りこんでお参りするといった風景は各地で見られたと老人は話している。

　またお寺に参詣する人の思い出話しとして、次のようなことも話されていた。


　「お逮夜が近ずくと「お逮夜下駄」「お逮夜たび」といってこの法要のために下駄やたびを新調してもらったり、娘や若嫁には「お逮夜着物」という晴着を作ったりした。境内には露店がたち並び、子供たちにとってもお祭りのように楽しく賑やかな日であった。」


　報恩講の３日前には餅つきと佛具磨きが行われる。餅は現在は２斗５升（戦前までは２俵）で、早朝から婦人２、３０人位が庫裡に集まり、これを独特の華のような型に盛り飾って佛前に供えるので、これを「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),御)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(け),華)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そく),束)」という。これらの供物は法要終了後全門徒に配った。


　佛具みがきは、今では専門の薬でみがくが、昭和２５年頃までは干した稲の苗（田植の終わった時期に下男が田を廻って植え余りの苗をもらい集めて干しておく）にトノ粉をつけてみがき、これには男衆２０名くらいがかかった。この干苗で磨くという意味は、佛具を大切にするための心遣いで、人間の食する稲の苗をもってこれに当てるようになったものでないかと言われている。

　報恩講はこのようにお寺で営まれるだけでなく、門徒の各家庭においても必ず勤められ、秋の収穫の終った木枯しの吹きはじめる頃から近在や村内の親類をお互に招きあい、一座の法要を営なみ説教をきいた。このときは子供たちも近所の友達を数人招き、行儀よくおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とき),斎)の膳につくのが楽しみであった。


　しかしこうした素朴な報恩講行事も、戦後の食糧難時代から急速に衰え、また佛事に対する関心も薄くなり、現在続けられている報恩講は形式化して昔日の面影はみられない。

節談説教のこと
　なお最後に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふしだん),節談)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せっきょう),説教)」のことについてふれておく。

　報恩講をはじめ各種の法要で語られる説教は、当地方でも明治末期頃まで「節談説教」が多かった。この説教は独特のフシをつけて語る語り物風の説教で、佛教近代化の波に洗われて浪曲まがいの俗習であると避けられるようになり、現代ではほとんど消え去っているが、最近有識者の間から庶民芸能、とくに語り物の原点として再評価されるようになり、当時庶民の心に深く浸みこんでその心情を強くゆり動かした「節談説教」の意味が理解され、愛惜されだしている。当地方では大正初期頃から消えはじめ、昭和１０年代にはほとんど行われなくなり、今では古老の思い出のなかに残るだけとなった。
